
狭帯域フィルターUTF-32を用いた彩層微細構造の速度場解析

近年の高空間分解能の観測により、太陽の彩層中には幅 100km∼200km程の微細な筋
状構造がいたるところに存在し、それらがダイナミックに運動していることが分かってき
た。また 3次元速度場の解析により、微細構造中には回転運動が存在することも示されて
いる（De Pontieu et al. 2014 等）。
我々は 2018年 7月 16日に、狭帯域フィルターUTF-32を用いてHαとHα±0.5Åの 3波

長で太陽面中心付近に存在するプラージュ領域の観測を行った。この観測によって得られ
たHαとドップラーグラムから、筋状構造の両サイドでドップラー速度の向きが異なる運
動が多数発見された。このような構造はこれまで回転運動の存在の証拠であると考えられ
てきた。しかし今回見つかった構造を解析した結果、回転運動によるものであるとするな
らばその伝搬速度は 400km/s以上と、アルフベン速度と考えるには速すぎる結果となっ
た。また、ドップラーグラムから筋状構造を横切る方向に伝わっていく波のようなものが
観測された。これらより、今回観測された構造は、彩層の 3分振動が構造を横切るように
伝わり、それが筋状構造の回転運動ではない定常的な運動と重ね合わされることによって
見られた構造であると考えられ、この結果は、これまでの観測で回転運動と思われていた
運動の中にも、周囲の振動と筋構造の回転でない運動との重ね合わせを見ていたものが含
まれている可能性を示唆している。

図１:（左）キャリブレーション後の Hα像。（右）Hα±0.5Åの画像から得られたドップ
ラーグラム。赤が red shift、青が blue shiftを表す。
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